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東急不動産ＳＣマネジメント株式会社 

デックス東京ビーチとアニメーション映画「夜明け告げるルーのうた」のコラボレーション 

「お台場イルミネーション“ＹＡＫＥＩ”映画『夜明け告げるルーのうた』Ｖｅｒ．」点灯 

人魚の女の子・ルーが繰り出す「水の魔法」を表現した光と 

映画主題歌である斉藤和義の名曲「歌うたいのバラッド」の連動で、映画の世界をイメージ 

実施期間：２０１７年５月１２日（金）から６月１５日（木）まで 

東急不動産ＳＣマネジメント株式会社（本社：東京都港区、社長：佐藤一志）が運営管理する東京・お台場の商業施
設「デックス東京ビーチ」では、アニメーション映画「夜明け告げるルーのうた」（２０１７年５月１９日（金）から、ＴＯＨＯ
シネマズ日本橋ほかで全国ロードショー）の公開を記念して、「お台場イルミネーション“ＹＡＫＥＩ” 映画『夜明け告げ
るルーのうた』Ｖｅｒ．」を２０１７年５月１２日（金）から６月１５日（木）まで点灯します。 

「夜明け告げるルーのうた」は、「心から好きなものを、口に出して『好き』と言えているか？」という湯浅政明監督の
疑問を出発点とし、少年と人魚の少女の出会いと別れを、丁寧な生活描写と繊細な心理描写を織り交ぜながら疾走
感と躍動感に溢れる内容に仕上げたアニメーション映画です。映画の主人公カイのように、海辺で「本当の気持ち」を
大切な人に伝えてほしい、というコンセプトから今回のコラボレーションが実現しました。東京湾を臨むデックス東京ビ
ーチならではのイルミネーションです。 

 

■人魚の女の子・ルーが繰り出す「水の魔法」を表現した光と、映画主題歌の連動で映画の世界をイメージ 

「お台場イルミネーション“ＹＡＫＥＩ”映画『夜明け告げるルーのうた』Ｖｅｒ．」 

デックス東京ビーチの通年点灯型イルミネーション｢お台場イルミネーション“ＹＡＫＥＩ”｣
が、「お台場イルミネーション“ＹＡＫＥＩ”映画『夜明け告げるルーのうた』Ｖｅｒ．」として、期間
限定演出を実施します。 
高さ約２０メートルの「台場メモリアルツリー」を中心にした全長約２００ｍに渡る「樹木イル

ミネーション」では、１時間に２回、映画の主題歌である斉藤和義の名曲「歌うたいのバラッ
ド」と連動した演出を楽しめます。約２２万球の光が表現するのは、人魚の女の子・ルーが繰
り出す「水の魔法」です。音と光で、映画の世界を幻想的に演出します。 

人の動きを感知し映像に反映する屋外体感型イルミネーション「ＩＬＬＵＳＩＯＮ ＤＯＭＥ 
（イリュージョンドーム）」では１時間に２回、映画の予告編を放映します。 

 

 

 

 

 

 

 

◆点灯期間： ２０１７年５月１２日（金）から６月１５日（木）まで １９：００～２４：００ 
※変更となる場合があります 

・ 「樹木イルミネーション」と映画主題歌「歌うたいのバラッド」との連動演出：１９：００～２１：３０の間で、毎時００分、３０分ス

タート（樹木イルミネーションは、連動演出時以外は『アクアリウムＶｅｒ．』になります。） 

・ 「イリュージョンドーム」予告編放映：１９：１５～２１：１５の間で、毎時１５分、４５分スタート（映画主題歌と連動はいたしませ

ん。予告編放映以外は『アクアリウムＶｅｒ．』になります。） 

◆場所： お台場海浜公園、デックス東京ビーチ３F シーサイドデッキ 

上：映画イメージ 

左：｢お台場イルミネーショ

ン“ＹＡＫＥＩ”｣全体イメージ

（中央が樹木イルミネーシ

ョン）、 

右：「イリュージョンドーム」  

※画像は全てイメージ 

 

＜映画『夜明け告げるルーのうた』ストーリー＞ 

寂れた漁港の町・日無町（ひなしちょう）に住む中学生の少年・カイは、父親と日傘職人の祖父との３人で暮らしている。もともとは東京に住ん

でいたが、両親の離婚によって父と母の故郷である日無町に居を移したのだ。父や母に対する複雑な想いを口にできず、鬱屈した気持ちを抱え
たまま学校生活にも後ろ向きのカイ。唯一の心の拠り所は、自ら作曲した音楽をネットにアップすることだった。 
ある日、クラスメイトの国夫と遊歩に、彼らが組んでいるバンド「セイレーン」に入らないかと誘われる。しぶしぶ練習場所である人魚島に行く

と、人魚の少女・ルーが３人の前に現れた。楽しそうに歌い、無邪気に踊るルー。カイは、そんなルーと日々行動を共にすることで、少しずつ自
分の気持ちを口に出せるようになっていく。 
しかし、古来より日無町では、人魚は災いをもたらす存在。ふとしたことから、ルーと町の住人たちとの間に大きな溝が生まれてしまう。そして

訪れる町の危機。カイは心からの叫びで町を救うことができるのだろうか？ 



  

 

 

 

アニメーション映画『夜明け告げるルーのうた』について 

文化庁メディア芸術祭アニメーション部門大賞を受賞した『マインド・ゲーム』（２００４年）で長編監督デビュー以降、
圧倒的な独創性で国内外のファンを魅了してきた湯浅政明監督が満を持して放つ、はじめての完全オリジナル劇場
用新作です。 

「心から好きなものを、口に出して『好き』と言えているか？」という監督の疑問を出発点とし、少年と人魚の少女の
出会いと別れを丁寧な生活描写と繊細な心理描写で綴りながら、“湯浅節”とも呼ぶべき、疾走感と躍動感に溢れる
アニメーション映画です。１９９９年に発表された斉藤和義の名曲「歌うたいのバラッド」に乗せ、湯浅監督がほんとう
に描きたかった物語が今、ここに誕生します。 

制作：フジテレビジョン 東宝 サイエンス SARU BS フジ 

配給：東宝映像事業部    

公式サイト：lunouta.com    

©2017 ルー製作委員会 

※映画画像使用の場合は上記クレジットの記載をお願いします。 
 

 

＜施設概要＞ 

施 設 名 称 デックス東京ビーチ （デックストウキョウビーチ） 

所 在 地 〒１３５－００９１東京都港区台場１－６－１ 

店 舗 数 ８９店舗（２０１７年５月８日現在） 

営 業 時 間 路面店舗 レストラン、カフェ、物販、サービス、その他ショップ 各店により異なる 

 ３Ｆ～５Ｆ レストラン、カフェ、物販、東京トリックアート迷宮館 １１：００～２１：００ 

 ３Ｆ 東京ジョイポリス １０：００～２２：００ （最終入場２１：１５） 

 
３Ｆ マダム・タッソー東京（入口） 平 日 １１：００～２０：００ （最終入場１９：００） 

土日祝 １０：００～２０：００ （最終入場１９：００） 

 
３Ｆ レゴランド・ディスカバリー・センター東京（入口） 平 日 １０：００～２０：００ （最終入場１８：００） 

土日祝 １０：００～２１：００ （最終入場１９：００） 

 ５Ｆ レストラン １１：００～２３：００ 

 ６Ｆ レストラン １１：００～２４：００ 

施設代表ＴＥＬ ０３－３５９９－６５００   

公 式 Ｈ Ｐ ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｏｄａｉｂａ-ｄｅｃｋｓ.ｃｏｍ/                                    

ア ク セ ス 電車 ゆりかもめ「お台場海浜公園」駅から徒歩２分 

りんかい線「東京テレポート」から徒歩５分 
 車 首都高速１１号台場線「台場ランプ」から約３分 

首都高速湾岸線「有明/臨海副都心ランプ」から約４分 

 

 

 


